
第
四
十
二
回

大
宮

政
令
指
定
都
市
・
区
制
施
行
二
十
周
年

巴

杜若

生活の質を高めたい、
健康寿命を延ばしたい、
「音楽」の力で叶えたい。
アンサンブルの音楽健康福祉士は「生の楽器演奏
を聴く、懐かしの曲をうたう、曲に合わせて体を動
かす」などのレクリエーションやプログラムをご提供
し、生活の質、生活機能の向上、MCI（軽度認知
障害）の予防等に貢献しております。例えば歌をう
たいながら体を動かすプログラム。とても人気のイ
ベントで週5日間、各フロアで行われるほど好評で
す。ご利用者からは「楽しい！」「頭がすっきりする」
「よく寝られる」等の感想をいただいております。

あ
な
た
が
慣
れ
親
し
ん
だ

「
音
」を「
楽
し
む
」日
常
が
あ
る
場
所

　「
能
」は
舞
踊
、音
楽
、演
劇
と
が一体
と
なっ
た
総
合

芸
術
で
す
。室
町
時
代
か
ら
お
よ
そ
６
５
０
年
以
上
、

途
絶
え
る
こ
と
な
く
演
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。音
楽

や
芸
術
は
人
生
を
豊
か
に
す
る
。長
い
間「
能
」が
親
し

ま
れ
て
き
た
理
由
は
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、音
楽
と
福
祉
、実
は
密
接
な
関
係
が
あ
る

こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」に
は

ユニ
ー
ク
な「
音
楽
健
康
福
祉
士
」の
取
り
組
み
が
あ

り
ま
す
。「
音
」を「
楽
し
む
」日
常
が
あ
り
、音
楽
の
力

で
生
活
や
人
生
の
質
を
高
め
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

アンサンブル

さいたま市中央区新都心11-2 ランド·アクシス·タワー29F

【私たちは大宮薪能を応援しています】　全国に介護施設300事業所以上を運営。グループホーム運営居室数No.1

グループホーム／デイサービス
小規模多機能型居宅介護
都市型軽費老人ホーム
居宅介護支援センター

介護付有料
老人ホーム

介護についてのご相談はこちらまで 0120-376-582▶

取り組み内容は
サイトの【ブログ】
からどうぞ

アンサンブル
音楽健康福祉士の
ご紹介はこちら
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主　　催

後　　援　埼玉県
　　　　　さいたま市
　　　　　公益財団法人さいたま市文化振興事業団
　　　　　さいたま商工会議所
　　　　　さいたま市商店会連合会
　　　　　ＮＨＫさいたま放送局
　　　　　ＦＭ  ＮＡＣＫ５
　　　　　埼玉新聞社
　　　　　テレ玉
協　　力　武蔵一宮氷川神社
　　　　　大宮能楽研究会
　　　　　株式会社武蔵野銀行
　　　　　株式会社埼玉りそな銀行  大宮支店
　　　　　東日本旅客鉄道株式会社  大宮支社
　　　　　公益社団法人埼玉中央青年会議所
　　　　　さいたま商工会議所青年部
　　　　　公益財団法人埼玉県産業文化センター
写真提供　辻井　清一郎
　　　　　国東　薫
　　　　　万作の会	 （順不同）



ご
鑑
能
さ
れ
る
皆
様
へ

公
益
社
団
法
人
さ
い
た
ま
観
光
国
際
協
会　

名
誉
会
長

さ
い
た
ま
市
長

清
水　

勇
人　
　

公
益
社
団
法
人
さ
い
た
ま
観
光
国
際
協
会　

会
長

筑
波　

伸
夫　
　

　
「
大
宮
薪
能
」
は
、
昭
和
五
十
七
年
に
東
北
・
上
越
新
幹
線
が
開
業
し

た
の
を
契
機
に
大
宮
の
地
域
文
化
振
興
と
観
光
行
事
の
定
着
を
願
い
第
一

回
が
開
催
さ
れ
、
今
回
で
四
十
二
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

地
域
の
誇
り
で
も
あ
る
「
大
宮
薪
能
」
の
魅
力
は
、
日
本
で
も
屈
指
の

大
社
で
あ
る
武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
を
会
場
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
大

い
な
る
宮
居
と
称
さ
れ
た
厳
粛
な
境
内
に
一
流
の
演
者
を
迎
え
、「
舞ぶ

で
ん殿
」

を
照
ら
す
篝
火
が
、
よ
り
い
っ
そ
う
幻
想
的
で
荘
厳
な
雰
囲
気
を
つ
く
り

あ
げ
ま
す
。

　

本
年
の
「
第
四
十
二
回
大
宮
薪
能
」
で
は
、
初
夏
の
薪
能
に
ふ
さ
わ
し

い
演
目
「
杜か

き
つ
ば
た若
」、
一
人
の
女
性
の
愛
情
と
悲
痛
、
い
た
ま
し
く
も
美
し

い
演
目
「
巴と

も
え

」
を
ご
用
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
狂
言
は
和
泉
流
の
「
舟ふ

な
わ
た
し
む
こ

渡
聟
」、「
呼よ
び
こ
え声
」
を
ご
覧
い
た
だ
き

ま
す
。

　

本
年
、
さ
い
た
ま
市
は
、
政
令
指
定
都
市
・
区
制
施
行
二
十
周
年
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

今
や
、
人
口
百
三
十
万
人
を
超
え
た
大
都
市
と
な
り
、
二
十
年
と
い
う

節
目
を
迎
え
、
更
な
る
発
展
に
向
か
っ
て
進
ん
で
行
き
ま
す
。

　

今
宵
一
夜
は
華
麗
な
舞
に
酔
い
し
れ
て
幽
玄
と
幻
想
の
世
界
に
浸
り
な

が
ら
、
心
ゆ
く
ま
で
「
大
宮
薪
能
」
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。
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政
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伊
海
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狂
言
　

舟ふ
な

渡わ
た
し

聟む
こ

シ
テ（
船
頭
・
舅
）

ア
ド（
聟
）

ア
ド（
姑
）

野
村
　
万
作

野
村
　
裕
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深
田
　
博
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後
見
　
　
高
野
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十
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平
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江
　
和
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附
祝
言

第１日

開
　
　
場
▪
午
後
六
時
三
十
分

開
　
　
演
▪
午
後
七
時

狂
　
　
言
▪
午
後
七
時
三
十
五
分

休
　
　
憩
▪
午
後
八
時
十
分

演
　
　
能
▪
午
後
八
時
二
十
五
分

終
了
予
定
▪
午
後
九
時
四
十
分

　
　
於
　
武
蔵
一
宮
氷
川
神
社

令和５年

5月12日㈮

第四十二回　　　　　　　　　　　　　　番　組

omiyaginza.com

金
春
流

和
泉
流

観
世
流
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開
　
　
場
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後
六
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十
分

開
　
　
演
▪
午
後
七
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狂
　
　
言
▪
午
後
七
時
三
十
五
分

休
　
　
憩
▪
午
後
七
時
五
十
五
分

演
　
　
能
▪
午
後
八
時
十
分

終
了
予
定
▪
午
後
九
時
二
十
分

　
　
於
　
武
蔵
一
宮
氷
川
神
社

令和５年

5月13日㈯

第２日第四十二回　　　　　　　　　　　　　　番　組

（清掃全般、設備保守運転、施設警備、緑地管理、電話交換）

（廃棄物収集運搬処理、リサイクル分別処理、機密書類処理）

ビル総合管理のことなら

一般廃棄物・産業廃棄物のことなら

〒330-0061　埼玉県さいたま市浦和区常盤５丁目２番18号

　　　　　　　 は
環境と福祉の真の
サービスを提供します。

金
春
流

和
泉
流

金
春
流



http://omiya-dom.com/

TEL:048-650-1111
TEL:0493-23-8881

〈さいたま新都心駅北〉
〈埼玉東松山駅前〉

　「
能
で
あ
っ
て
能
に
あ
ら
ず
」
と
称
さ
れ
る
《
翁
》。
能
楽

師
が
演
じ
る
芸
能
で
あ
り
な
が
ら
、
能
と
は
芸
質
が
大
き
く

異
な
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
は
希
薄
で
、
儀
礼
的
な
謡
・
舞
で

形
成
さ
れ
る
。
そ
の
歴
史
は
古
く
、
形
式
・
演
じ
手
な
ど
が

複
雑
に
変
遷
し
て
今
日
に
至
る
が
、
現
在
で
は
千
歳
の
颯
爽

と
し
た
舞
、
翁
の
荘
厳
な
舞
、
三
番
三
の
軽
快
な
舞
の
構
成

が
定
型
と
な
っ
て
い
る
。
本
公
演
で
《
翁
》
を
つ
と
め
る
金

春
流
は
、
能
楽
最
古
の
歴
史
を
有
す
る
流
儀
で
、
こ
の
芸
も

古
い
形
を
残
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
大
宮
薪
能
で
は
謡
の

み
で
、
厳
か
な
空
間
を
創
り
出
し
て
い
く
。「
ど
う
ど
う
た

ら
り
た
ら
り
ら
」
と
い
う
呪
術
的
な
文
句
で
始
ま
り
、「
鶴

と
亀
の
齢
に
て
」と
い
う
長
寿
の
象
徴
や
、「
鳴
る
は
滝
の
水
」

と
滔
々
と
流
れ
る
水
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
、
武
蔵
一
宮
氷
川

神
社
と
来
場
の
皆
様
の
寿
福
増
長
・
遐
齢
延
年
を
願
う
。

金
春
流

素す

謡う
た
い

翁
お
き
な



https://livross.jp

　

今
も
昔
も
結
婚
は
人
生
の
一
大
事
で
あ

る
。
平
安
時
代
は
男
が
女
の
許
に
通
い
、

女
の
家
で
婚
姻
生
活
を
送
る
「
聟
入
婚
」

「
通
い
婚
」
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
鎌
倉

時
代
か
ら
徐
々
に
「
嫁
入
婚
」「
嫁
取
婚
」

へ
と
移
行
し
て
い
く
。
室
町
時
代
か
ら
江

戸
時
代
の
初
め
に
か
け
て
は
ほ
ぼ
嫁
入
婚

と
な
っ
て
い
た
が
、
狂
言
は
「
聟
入
り
」

と
い
う
儀
式
を
よ
く
描
く
。
こ
れ
は
聟
入

婚
の
こ
と
で
は
な
く
、
聟
が
妻
の
実
家
に

初
め
て
挨
拶
に
行
く
儀
式
の
こ
と
で
あ
っ

た
。《
舟
渡
聟
》
も
そ
の
一
大
事
の
一
幕

で
あ
る
。

　

矢
橋
の
浦
の
船
頭
が
客
を
待
っ
て
い
る

と
、
舅
の
許
へ
挨
拶
に
向
か
う（
聟
入
り
）

聟
が
酒
樽
と
鯛
が
付
い
た
角
棒
を
持
っ
て

や
っ
て
来
る
。
舟
に
乗
る
と
、
船
頭
は
京

の
酒
の
味
を
知
り
た
い
と
所
望
す
る
が
、

聟
は
断
る
。
す
る
と
櫓
で
舟
を
揺
ら
し
、

「
酒
を
飲
ま
せ
よ
」
と
聟
を
脅
す
。
船
頭

は
淦
取
り（
舟
底
に
溜
ま
っ
た
水
を
取
る

道
具
。「
木
柄
杓
」
と
言
う
こ
と
も
あ
る
）

で
酒
を
飲
み
、
こ
の
〝
た
か
り
〟
を
さ
ら

に
繰
り
返
す
。
実
は
、
こ
の
船
頭
は
聟
が

会
い
に
行
く
舅
そ
の
人
で
あ
っ
た
。
な
ん

と
か
浦
に
着
き
、
聟
が
舅
を
訪
問
す
る
と

留
守
で
あ
っ
た
。
や
が
て
戻
っ
た
舅
は
驚

き
、
妻
の
勧
め
も
あ
り
自
慢
の
髭
を
剃
っ

て
顔
を
隠
し
て
対
面
す
る
。
聟
入
り
の
挨

拶
を
済
ま
せ
て
酒
宴
と
な
る
と
、
聟
は
舅

の
顔
を
見
た
い
と
言
う
…
。

　

聟
入
り
狂
言
は
、
無
知
で
不
調
法
な
聟

の
失
敗
を
笑
う
曲
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る

が
、《
舟
渡
聟
》
は
初
対
面
ゆ
え
の
舅
の

粗
相
を
描
く
点
に
特
色
が
あ
る
。
舟
中
の

傍
若
無
人
な
振
る
舞
い
が
一
転
し
て
、
聟

の
前
で
体
裁
を
繕
う
舅
の
慌
て
ぶ
り
が
面

白
い
が
、
舟
を
出
さ
ず
と
も
、
舟
中
で
あ

る
こ
と
を
体
の
揺
れ
な
ど
で
表
現
す
る
狂

言
師
の
技
に
も
注
目
し
た
い
。

【
場
　
　
所
】
近
江
国
矢
橋
の
浦

	

（
現
在
の
滋
賀
県
草
津
市
周
辺
）

【
登
場
人
物
】
シ
テ
　
船
頭（
舅
）

ア
ド
　
聟

ア
ド
　
姑

写
真
提
供
：
万
作
の
会

和
泉
流
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言

舟
ふ
な
　
わ
た
し
　
む
こ

渡
聟
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在
原
業
平
に
擬
せ
ら
れ
た
昔
男
を
主
人

公
と
す
る
『
伊
勢
物
語
』
は
、
日
本
古
典

文
学
の
中
で
最
も
よ
く
読
ま
れ
て
き
た
作

品
で
あ
る
。
こ
の
物
語
は
昔
男
の
女
性
遍

歴
譚
が
中
心
に
編
ま
れ
て
い
る
が
、
第
九

段
に
は
、
自
身
に
絶
望
し
た（
高
貴
な
女

性
の
〈
誘
拐
〉
未
遂
を
起
こ
し
た
ら
し
い
）

男
が
、
友
人
を
連
れ
東
国
の
隅
田
川
ま
で

逃
避
す
る
物
語
が
あ
る
。
こ
の
段
は
「
東

下
り
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
後
の
日
本
文
学

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　
『
伊
勢
物
語
』
九
段
は
こ
の
よ
う
な
物

語
で
あ
る
。
こ
の
逃
避
行
の
途
中
、
男
た

ち
は
八
つ
の
橋
が
掛
か
っ
た
沢
辺
に
至

【
場
　
　
所
】
三
河
国
八
橋

	

（
現
在
の
愛
知
県
知
立
市
周
辺
）

【
登
場
人
物
】
シ
テ
　
杜
若
の
精

ワ
キ
　
旅
僧

る
。
そ
こ
に
は
杜
若
が
咲
き
ほ
こ
っ
て
い

た
。
そ
の
美
し
さ
に
感
動
し
た
の
か
、「
か

き
つ
は
た
」
と
い
う
五
字
を

「
五
七
五
七
七
」
の
各
句
の
頭
に
置
い
て

和
歌
を
詠
む
〝
ゲ
ー
ム
〟
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た（「
折
句
」
と
い
う
）。
そ
の
時
、

男
が
詠
ん
だ
歌
が
「
か
ら
ご
ろ
も　

き
つ

つ
な
れ
に
し　

つ
ま
し
あ
れ
ば　

は
る
ば

る
き
ぬ
る　

た
び
を
し
ぞ
お
も
ふ
」
と
い

う
歌
で
あ
っ
た
。
掛
詞
・
縁
語
と
い
っ
た

和
歌
の
レ
ト
リ
ッ
ク
を
駆
使
し
た
名
歌
で

あ
る
が（
紙
面
の
都
合
、
詳
述
で
き
な
い

の
で
、
後
で
お
調
べ
い
た
だ
き
た
い
）、

都
に
残
し
て
き
た
妻
を
思
い
や
る
歌
に
、

皆
で
涙
を
流
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
都

の
人
々
は
畿
内
か
ら
外
に
出
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
、
三
河
国
で
も
果

て
し
な
く
遠
い
〈
異
国
〉
と
感
じ
た
は
ず

で
あ
る
。
そ
の
地
に
あ
る
杜
若
が
咲
き
乱

れ
る
八
橋
は
、
こ
の
世
と
は
思
え
な
い
幻

想
的
な
風
景
で
あ
っ
た
ろ
う
。
能
《
杜
若
》

は
こ
の
物
語
・
情
景
を
基
に
し
た
曲
で
あ

る
。

　

諸
国
を
廻
る
僧
が
都
か
ら
東
国
へ
向
か

う
途
、
沢
辺
に
杜
若
が
咲
き
ほ
こ
る
三
河

国
の
八
橋
に
辿
り
着
く
。
僧
が
そ
の
美
し

さ
を
賛
嘆
し
て
い
る
と
、
一
人
の
女
が
現

れ
、
在
原
業
平
が
詠
ん
だ
「
か
き
つ
ば
た
」

の
和
歌
を
巡
る
物
語
を
語
り
、
僧
を
庵
へ

写
真
提
供
：
辻
井
　
清
一
郎

観
世
流

能

杜か

き

つ

ば

た若
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と
い
ざ
な
う
。（
物
着
）
女
は
、
業
平
の

形
見
で
あ
る
冠
と
二
条
后
の
形
見
で
あ
る

唐
衣
を
身
に
着
け
、
ふ
た
た
び
僧
の
前
に

現
れ
る
と
、
自
ら
を
杜
若
の
精
だ
と
名
乗

り
、
業
平
は
歌
舞
の
菩
薩
の
化
身
で
、
衆

生
を
救
う
た
め
に
こ
の
世
に
出
現
し
た
と

伝
え
る
。
さ
ら
に
杜
若
の
精
は
、
春
日
の

祭
の
勅
使
と
し
て
下
賜
さ
れ
た
冠
の
謂
れ

や
、
業
平
が
数
々
の
女
性
と
契
っ
た
の
は

彼
女
た
ち
を
悟
り
へ
と
導
く
た
め
だ
っ
た

と
い
う
『
伊
勢
物
語
』
の
解
釈
を
語
り
、

舞
を
見
せ
る
。
夜
明
け
の
こ
ろ
、
杜
若
の

精
は
経
文
が
説
く
よ
う
に
、
植
物
で
も
成

仏
で
き
た
こ
と
を
告
げ
、
姿
を
消
す
。

　
『
伊
勢
物
語
』
九
段
の
話
を
知
っ
て
い

る
人
で
も
、
右
の
能
の
物
語
は
「
難
し
い
」

と
思
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
鎌
倉

時
代
か
ら
室
町
時
代
に
和
歌
を
伝
承
し
た

家
々
で
は
、『
伊
勢
物
語
』
と
こ
れ
と
関

係
が
深
い『
古
今
和
歌
集
』が
秘
伝
化
し
、

本
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
物

語
は
複
雑
に
解
釈
さ
れ
、
多
く
の
説
が
生

ま
れ
た
。
業
平
が
菩
薩
で
あ
り
女
性
た
ち

を
済
度
へ
と
導
い
た
こ
と
、
都
に
残
し
て

き
た
「
妻
」
と
は
密
通
相
手
の
二
条
后
で

あ
る
こ
と（
こ
の
密
通
が
東
国
逃
避
の
原

因
と
も
）、「
唐
衣
」
は
そ
の
后
の
形
見
で

あ
る
こ
と
な
ど
は
、
こ
う
し
た
秘
伝
書
で

説
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
能
の
物
語

は
そ
の
秘
事
を
開
陳
す
る
か
の
よ
う
に
進

む
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、《
杜
若
》
に
は
植
物
も
成
仏

す
る
と
い
う
中
世
の
仏
教
思
想
も
踏
ま
え

ら
れ
て
い
る
の
で
、
さ
ら
に
難
解
に
感
じ

ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
上
演
頻
度
が
高
い
屈

指
の
人
気
曲
で
も
あ
る（
特
に
杜
若
の
季

節
に
多
い
）。
そ
れ
は
こ
の
曲
が
幽
玄
專

一
の
美
し
い
曲
だ
か
ら
だ
ろ
う
。
杜
若
の

精
の
姿
に
は
幻
想
的
な
八
橋
の
風
景
、
業

平
や
二
条
后
の
面
影
な
ど
が
投
影
さ
れ
て

い
る
。そ
の
シ
テ
が
出
現
す
る
舞
台
は『
伊

勢
物
語
』
の
絵
巻
物
が
徐
々
に
広
げ
ら
れ

る
か
の
よ
う
に
展
開
す
る
。
そ
の
美
し
さ

に
身
を
委
ね
る
愉
し
み
が
、《
杜
若
》
と

い
う
能
に
は
あ
る
。
近
年
の
公
演
で
は
、

難
解
な
〈
秘
事
〉
を
語
る
ク
セ
を
省
略
す

る
こ
と
も
多
い
が
、
そ
の
演
出
に
は
こ
の

曲
の
美
し
さ
の
み
を
際
立
た
せ
る
効
果
も

あ
る
。

写
真
提
供
：
辻
井
　
清
一
郎
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を
め
ぐ
る
小
話
で
あ
る
。

　

あ
る
主
人
が
腹
を
た
て
て
い
る
。
召
し

抱
え
る
太
郎
冠
者
が
近
頃
出
仕
し
な
い
た

め
で
あ
る
。
主
人
は
次
郎
冠
者
を
伴
い
太

郎
冠
者
の
家
に
様
子
を
探
り
に
行
き
、
ま

ず
次
郎
冠
者
が
声
を
か
け
る
。
主
人
の
御

用
の
た
め
に
来
た
こ
と
を
悟
っ
た
太
郎
冠

者
は
「
隣
の
者
」
と
嘘
を
つ
く
。
主
人
も

声
色
を
変
え
て
呼
び
出
す
が
、
太
郎
冠
者

は
居
留
守
を
使
い
つ
づ
け
て
対
面
を
避
け

る
の
で
、
今
度
は
太
郎
冠
者
の
好
き
な
謡

の
よ
う
に
節
を
つ
け
て
呼
び
出
そ
う
と
す

る
。
平
家
節
、
小
歌
節
、
踊
り
節
で
呼
び

か
け
る
と
、
太
郎
冠
者
は
…
。

　

物
語
の
構
成
は
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
が
、

太
郎
冠
者
へ
の
呼
び
か
け
を
様
々
な
曲
節

で
謡
い
分
け
る
趣
向
に
、
本
曲
の
妙
味
が

あ
る
。
狂
言
の
謡
に
は
不
思
議
な
魅
力
が

あ
る
。謡
う
者
・
聞
く
者
が
魔
法
に
か
か
っ

た
よ
う
に
、
謡
の
世
界
へ
引
き
寄
せ
ら
れ

て
い
く
。《
呼
声
》
で
太
郎
冠
者
が
ど
ん

な
魔
法
に
か
か
っ
た
か
は
、
舞
台
を
楽
し

み
に
待
ち
た
い
。

　

太
郎
冠
者
は
狂
言
を
代
表
す
る
登
場
人

物
で
あ
る
。名
前
は
同
じ
で
も
、曲
に
よ
っ

て
性
格
は
異
な
っ
て
い
る
。
だ
ら
し
な
い

主
人
を
助
け
よ
う
と
す
る
し
っ
か
り
者
、

知
略
で
主
人
を
翻
弄
す
る
者
な
ど
様
々
だ

が
、
主
人
に
歯
向
か
う
不
奉
公
者
ま
で
登

場
す
る
。《
呼
声
》
は
そ
ん
な
太
郎
冠
者

【
場
　
　
所
】
不
明

【
登
場
人
物
】
シ
テ
　
太
郎
冠
者

ア
ド
　
主

ア
ド
　
次
郎
冠
者

和
泉
流

狂
言

呼よ
び  

声こ
え

岩槻営業所
339 0073

岩槻区古ヶ場１―５―９

写
真
提
供
：
万
作
の
会
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【
場
　
　
所
】
近
江
国
粟
津

	

（
現
在
の
滋
賀
県
大
津
市
）

【
登
場
人
物
】
シ
テ
　
巴
の
幽
霊

ワ
キ
　
旅
僧
　
　
ワ
キ
ツ
レ
　
旅
僧

ア
イ
　
里
人

　

能
は
幽
霊
が
出
現
し
、
僧
の
前
で
生
前

の
様
を
再
現
す
る
と
い
う
劇
構
成
を
と
る

作
品
が
多
い
。
こ
の
中
で
、
武
士
の
幽
霊

を
主
人
公
と
す
る
曲
を
「
修
羅
能
」
と
呼

ぶ
。「
修
羅
」
と
い
う
と
、
恐
ろ
し
い
幽

霊
が
過
激
な
振
る
舞
い
を
す
る
能
を
想
起

す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
世
阿
弥
が
編
み

出
し
た
修
羅
能
の
作
り
方
は
そ
の
イ
メ
ー

ジ
と
は
か
な
り
異
な
る
。
世
阿
弥
は
、
源

氏
や
平
氏
の
有
名
な
武
将
を
主
人
公
と
し

て
、
和
歌
や
音
楽
に
関
係
づ
け
て
作
る
よ

う
に
と
説
い
て
い
る
。源
平
合
戦
の
時
代
、

平
家
の
武
士
た
ち
は
貴
族
化
し
て
い
た
の

で
、
詩
歌
管
絃
の
嗜
み
を
も
つ
者
が
多

か
っ
た
。
戦
に
敗
れ
た
武
将
の
物
語
を
素

材
と
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
優
美
な
側
面

に
も
光
を
当
て
、
修
羅
能
を
作
っ
た
の
で

あ
る
。
現
在
上
演
さ
れ
て
い
る
修
羅
能
は

こ
の
世
阿
弥
風
の
作
品
が
多
い
が
、
世
阿

弥
作
で
は
な
い
《
巴
》
は
異
色
の
修
羅
能

と
い
え
る
。
こ
の
曲
の
主
人
公
で
あ
る
巴

御
前
は
、
琵
琶
湖
の
畔
の
粟
津
で
源
頼
朝

か
ら
派
遣
さ
れ
た
軍
に
敗
れ
た
木
曽
義
仲

の
妾
で
あ
り
、
臣
下
で
あ
っ
た
女
武
者
で

あ
る
。
現
行
曲
の
中
で
女
性
を
シ
テ
と
す

る
修
羅
能
は
本
曲
の
み
で
あ
り
、
次
の
よ

う
な
物
語
で
あ
る
。

　

信
濃
国
木
曽
か
ら
都
へ
向
か
う
僧
が
近

江
国
粟
津
ま
で
や
っ
て
来
る
。
松
陰
で
涙

す
る
女
は
、
こ
こ
が
木
曽
義
仲
ゆ
か
り
の

地
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、回
向
を
求
め
る
。

女
は
名
も
告
げ
ず
、
夕
暮
れ
の
草
陰
に
消

え
て
い
っ
た
。（
中
入
）
僧
が
弔
い
を
し

て
い
る
と
、
長
刀
を
た
ず
さ
え
た
女
武
者

が
現
れ
る
。彼
女
は
巴
の
幽
霊
で
あ
っ
た
。

幽
霊
は
、
重
手
を
負
う
中
で
最
期
を
悟
っ

た
義
仲
か
ら
、
戦
場
か
ら
逃
れ
る
よ
う
に

告
げ
ら
れ
た
物
語
を
語
り
、
自
ら
の
最
後

の
戦
い
ぶ
り
を
見
せ
る
。
さ
ら
に
自
害
し

た
義
仲
の
亡
骸
の
枕
元
に
置
い
て
あ
っ
た

形
見
の
小
袖
を
か
ぶ
り
、小
太
刀
を
抱
き
、

木
曽
の
里
へ
落
ち
て
い
く
様
を
再
現
す
る
。

　
『
平
家
物
語
』
で
は
、
巴
は
「
便
女（
び

写
真
提
供
：
国
東
　
薫

金
春
流

能

巴
と
も
え
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ん
じ
ょ
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
言

葉
は
「
美
女
」
と
も
表
記
さ
れ
る
が
、
美

し
い
女
性
の
こ
と
で
は
な
く
、
武
将
の
身

の
回
り
の
世
話
を
す
る
者
と
い
う
意
味
で

あ
る
。
そ
の
巴
は
戦
場
で
戦
う
女
武
者
で

も
あ
っ
た
が
、『
平
家
物
語
』
で
の
彼
女

の
戦
い
ぶ
り
は
現
在
の
一
般
的
な
イ
メ
ー

ジ
と
は
大
き
く
乖
離
し
て
い
る
。

　

巴
と
い
え
ば
、
長
刀
を
操
る
女
武
者
を

想
起
す
る
人
が
多
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

『
平
家
物
語
』
の
彼
女
は
、
武
勇
に
優
れ

て
い
る
こ
と
は
同
じ
だ
が
、
敵
の
首
を
ね

じ
切
っ
て
し
ま
う
怪
力
の
持
ち
主
と
し
て

描
か
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
人
物
は「
大

力（
お
お
ぢ
か
ら
）」
と

い
い
、
伝
説
的
な
女
性

に
た
び
た
び
見
ら
れ
る

モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
こ

の
巴
が
、
い
つ
長
刀
を

も
っ
て
〝
優
雅
〟
に
戦

う
女
武
者
に
な
っ
た
の

か
は
定
か
で
は
な
い

が
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
を

能
が
広
め
た
の
は
確
か

で
あ
る
。曲
後
半
で「
木

の
葉
返
し
」「
花
の
滝

波
」
と
い
う
詞
章
に
合

わ
せ
て
見
せ
る
長
刀
捌

き
は
、
こ
の
曲
の
見
せ

場
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
。
能
に
お
け
る
長
刀

芸
は
、
猛
将
を
シ
テ
と

す
る
曲
で
豪
快
な
演
技

と
し
て
表
現
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
が
、《
巴
》

で
は
雄
々
し
さ
の
中
に

も
し
な
や
か
さ
が
あ
る
長
刀
捌
き
が
見
ら

れ
る
。

　

も
う
一
つ
の
《
巴
》
の
特
徴
は
、
武
者

の
戦
い
を
表
現
す
る
一
方
で
シ
テ
の
恋
慕

を
描
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
巴
は
勇
壮
な

女
武
者
で
あ
り
な
が
ら
、
前
場
で
は
主
君

の
義
仲
の
命
が
絶
え
た
松
陰
で
涙
し
、
後

場
で
は
義
仲
の
亡
骸
の
許
で
武
者
か
ら
一

人
の
女
性
へ
と
〝
変
身
〟
す
る
。
終
曲
部

で
、
巴
は
義
仲
の
形
見
の
小
袖
と
小
太
刀

を
受
け
取
り
、
武
装
を
解
除
し
て
主
君
の

遺
言
ど
お
り
、
戦
場
を
離
脱
す
る
様
を
演

じ
る
。
修
羅
能
で
あ
る
が
、
女
武
者
と
し

て
で
は
な
く
、
主
君
を
追
慕
す
る
女
性
と

し
て
、
シ
テ
は
消
え
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

こ
の
場
面
は
演
出
も
面
白
い
。
詞
章
に

合
わ
せ
て
巴
が
変
身
す
る
様
を
見
せ
る

が
、
流
派
や
演
能
機
会
に
よ
っ
て
烏
帽
子

と
唐
織
を
外
す
だ
け
で
あ
っ
た
り
、
加
え

て
白
水
衣
を
羽
織
る
こ
と
も
あ
り
、
変
身

の
仕
方
も
複
数
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

写
真
提
供
：
国
東
　
薫
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デ
ン
マ
ー
ク
、
ク
ロ
ン
ボ
ー
城
は
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
北
、
バ
ル
ト
海
北
海
を

結
ぶ
海
峡
に
面
し
て
ま
す
。ハ
ム
レ
ッ
ト
の
モ
デ
ル
と
し
て
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

　

杜
若
の
舞
台
、
三
河
国
八
橋
も
能
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
名
所
で

す
。
三
河
湾
周
辺
は
湿
地
帯
が
多
く
、
カ
キ
ツ
バ
タ
は
じ
め
カ
ザ
グ
ル
マ（
ク
レ

マ
チ
ス
原
種
）、
シ
デ
コ
ブ
シ
、
シ
ラ
タ
マ
ホ
シ
ク
サ
、
キ
バ
ナ
ス
ミ
レ
な
ど
湿

地
植
物
が
見
ら
れ
ま
す
。
八
橋
の
小
堤
西
池
は
天
然
記
念
物
に
指
定
、
カ
キ
ツ
バ

タ
が
一
面
に
咲
き
「
袖
白
妙
の
卯
の
花
の
雪
」
と
言
う
謡
曲
文
の
通
り
ウ
ツ
ギ
、

ノ
イ
バ
ラ
の
花
が
散
り
敷
い
て
い
ま
す
。
能
「
杜
若
」
の
雰
囲
気
さ
な
が
ら
の
明

る
い
景
色
で
す
。

京
都
市
北
区
の
太
田
池
、
深
泥
池
に
も
カ
キ
ツ
バ
タ
が
野
生
し
業
平
邸
に
も
あ
っ

た
、
そ
れ
を
眺
め
る
業
平
の
愛
妻
、
そ
ん
な
こ
と
を
思
わ
せ
る
能
で
す
。

巴
　

近
江
は
、
東
海
道
中
山
道
北
国
街
道
が
合
流
す
る
地
点
で
逢
坂
山
を
越
え
れ
ば

都
で
す
。
能
「
巴
」
の
木
曽
か
ら
上
る
僧
は
「
げ
に
や
都
に
近
き
住
ま
い
と
て
名

に
し
お
い
た
る
優
し
さ
よ
」
と
女
性
に
問
い
か
け
て
い
ま
す
。

　

琵
琶
湖
周
辺
は
国
宝
の
渡
岸
寺
十
一
面
観
音
は
じ
め
魅
力
的
な
十
一
面
観
音
巡

り
が
で
き
ま
す
。

　

巴
は
義
仲
亡
き
後
、
鎌
倉
へ
召
し
い
だ
さ
れ
、
和
田
義
盛
の
妻
と
な
り
朝
比
奈

三
郎
を
産
ん
だ
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
海
軍
基
地
と
し
て
有
名
な
、
横
須
賀

か
ら
久
里
浜
に
行
く
山
ふ
と
こ
ろ
、
佐
原
十
郎
義
連
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
満
願
寺

が
あ
り
ま
す
。「
佐
原
十
郎
を
観
音
に
祭
り
、
巴
御
前
を
地
蔵
に
祭
り
」
と
伝
え

ら
れ
る
観
音
地
蔵
二
体
は
国
重
要
文
化
財
、
運
慶
に
近
い
仏
師
の
作
と
さ
れ
て
い

て
ニ
メ
ー
ト
ル
近
い
像
容
は
簡
潔
で
力
感
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

　

少
し
北
、
相
模
湾
に
面
す
る
常
楽
寺
の
阿
弥
陀
三
尊
、
不
動
、
毘
沙
門
は
大
仏

師
運
慶
の
体
内
銘
文
の
あ
る
、
運
慶
作
品
の
中
で
も
東
国
武
士
団
好
み
の
力
強
い

作
品
で
す
。

　

能
と
共
に
伝
説
に
包
ま
れ
た
巴
御
前
の
面
影
を
探
る
旅
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

能
と
名
所
旧
跡

本
田
　
光
洋



演
者
紹
介
（
令
和
五
年
三
月
現
在
）

福利厚生の充実を通じて

良い職場づくりをサポート！！

勤労者福祉サービスセンター
（愛称：ワークジョイさいたま）

さいたま市中央区下落合5-4-3
さいたま市産業文化センター 4階
TEL  048－851－6692
https://www.sozo-saitama.or.jp/workjoy/

@workjoysaitama

金
こん

春
ぱる

　安
やす

明
あき

昭和二十七年生

シ
テ
方
金
春
流
。

父
、
七
十
九
世
故
金
春
信
高
に
師
事
。
学
習
院
大
学
国
文
学
科
卒
業
。
重
要
無
形
文

化
財
総
合
指
定
保
持
者
。（
公
社
）金
春
円
満
井
会
顧
問
。（
一
社
）日
本
能
楽
会
理
事
。

平
成
二
十
九
年
四
月
、
宗
家
を
長
男
金
春
憲
和
に
譲
る
。

六
歳
で
初
舞
台
。
十
歳
の
と
き
「
猩
々
」
に
て
初
シ
テ
。
現
在
ま
で
に
「
翁
」「
獅
子
」

「
乱
」「
道
成
寺
」「
鷺
」「
卒
都
婆
小
町
」「
伯
母
捨
」「
関
寺
小
町
」
を
披
く
。

平
成
一
九
年
一
一
月
、
北
京
、
上
海
、
重
慶
に
て
講
座
。

本
ほん

田
だ

　光
みつ

洋
ひろ

昭和十七年生

シ
テ
方
金
春
流
。
本
田
秀
男
の
長
男
。
父
及
び
七
十
九
世
宗
家
金
春
信
高
に
師
事
。

早
稲
田
大
学
第
一
政
治
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業
。
重
要
無
形
文
化
財
総
合
指
定
保

持
者
。
昭
和
五
十
一
年
文
化
庁
芸
術
祭
優
秀
賞
受
賞
。

五
歳
で
初
舞
台
。
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ド
イ
ツ
で
演
技

指
導
を
行
う
な
ど
、
内
外
で
能
楽
の
普
及
に
努
め
る
。「
大
宮
薪
能
」
の
普
及
、
発

展
に
努
め
、
令
和
三
年
さ
い
た
ま
市
文
化
賞
受
賞
。
日
独
修
好
一
五
〇
周
年
ド
イ
ツ

巡
回
能
楽
公
演
団
長
。

金
こん

春
ぱる

　憲
のり

和
かず

昭和五十七年生

シ
テ
方
金
春
流
八
十
一
世
宗
家
。
金
春
安
明
の
長
男
。
平
成
二
十
九
年
四
月
、
父
か

ら
宗
家
を
継
承
。

六
歳
で
能
「
邯
鄲
」
子
方
に
て
初
舞
台
。
十
三
歳
で
能
「
経
政
」
に
て
初
シ
テ
。

現
在
ま
で
に
「
乱
」「
獅
子
」「
道
成
寺
」「
翁
」
を
披
き
、
六
百
年
の
伝
統
あ
る
奈
良
若

宮
お
ん
祭
り
で
は
「
神
楽
式
」
を
つ
と
め
る
。（
公
社
）金
春
円
満
井
会
常
務
理
事
。

藤
ふじ

波
なみ

　重
しげ

彦
ひこ

昭和三十九年生

シ
テ
方
観
世
流
。
藤
波
重
満
の
長
男
。
父
及
び
二
十
六
世
観
世
宗
家
・
観
世
清
和
に

師
事
。

慶
應
義
塾
大
学
及
び
東
京
藝
術
大
学
卒
業
。
昭
和
四
十
二
年
「
鶴
亀
」
ツ
ル
に
て
初

舞
台
。
昭
和
六
十
年
「
猩
々
」
に
て
初
シ
テ
を
勤
め
、
以
後
「
石
橋
」「
乱
」「
道
成
寺
」

「
砧
」「
望
月
」「
安
宅
」
な
ど
を
披
く
。
重
要
無
形
文
化
財
総
合
指
定
保
持
者
。（
公
社
）

能
楽
協
会
理
事
。

（
一
社
）観
世
会
理
事
。
東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
准
教
授
。

第138回
さいたま定期演奏会
日本フィルハーモニー交響楽団

フィンジ
前奏曲ヘ短調（弦楽合奏）
バルトーク
ピアノ協奏曲第3番
ベートーヴェン
交響曲第6番「田園」

2023.

ソニックシティ大ホール

１８:２０開場

１9:0０開演6.30 fri.fri.

指
揮　

下
野 

竜
也

ピ
ア
ノ　

角
野 

隼
斗

ⒸⒸNaoya Yamaguchi ⒸⒸogata-photo

S席 ￥5,500　 A席 ￥4,500
B席 ￥3,500　Ys席 ￥2,000
※Ys席（19歳以下）はA席またはB席から選べます



本
ほん

田
だ

　芳
よし

樹
き

昭和五十二年生

シ
テ
方
金
春
流
。
三
歳
の
頃
よ
り
父
・
本
田
光
洋
に
師
事
。
四
歳
で
初
舞
台
。
九
歳

の
時
「
初
雪
」
で
初
シ
テ
。
二
十
六
歳
で
「
道
成
寺
」
を
披
き
、
三
十
八
歳
で
「
翁
」

を
披
く
。
東
京
、
埼
玉
、
名
古
屋
な
ど
で
一
般
へ
の
能
楽
の
普
及
に
努
め
る
ほ
か
、

ク
ロ
ア
チ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
の
公
演
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
参
加
。重
要
無
形
文
化
財
総
合
指
定
保
持
者
。（
公
社
）金
春
円
満
井
会
常
務
理
事
。

野
の

村
むら

　万
まん

作
さく

昭和六年生

狂
言
方
和
泉
流
。重
要
無
形
文
化
財
各
個
認
定
保
持
者（
人
間
国
宝
）、文
化
功
労
者
、

日
本
芸
術
院
会
員
。

祖
父
・
故
初
世
野
村
萬
斎
及
び
父
・
故
六
世
野
村
万
蔵
に
師
事
。
早
稲
田
大
学
文
学

部
卒
業
。
国
内
外
で
の
狂
言
の
普
及
に
貢
献
。
古
典
は
も
と
よ
り
新
し
い
試
み
に
も

し
ば
し
取
り
組
む
。
日
本
芸
術
院
賞
、
芸
術
祭
大
賞
、
松
尾
芸
能
賞
、
紀
伊
國
屋
演

劇
賞
、
紫
綬
褒
章
、
坪
内
逍
遥
大
賞
、
朝
日
賞
、
中
日
文
化
賞
ほ
か
多
く
の
受
賞
歴

を
持
つ
。
著
書
に
「
狂
言
を
生
き
る
」（
朝
日
出
版
社
）。

野
の

村
むら

　萬
まん

斎
さい

昭和四十一年生

狂
言
方
和
泉
流
。
野
村
万
作
の
長
男
。
祖
父
故
六
世
野
村
万
蔵
及
び
父
に
師
事
。
重

要
無
形
文
化
財
総
合
指
定
保
持
者
。
東
京
芸
術
大
学
音
楽
学
部
卒
業
。
国
内
外
で
狂

言
の
普
及
を
目
指
す
一
方
、
新
し
い
演
劇
活
動
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
む
。
芸
術
祭

新
人
賞
・
優
秀
賞
、
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
新
人
賞
、
朝
日
舞
台
芸
術
賞
、
紀
伊

國
屋
演
劇
賞
、
毎
日
芸
術
賞
千
田
是
也
賞
、
読
売
演
劇
大
賞
最
優
秀
作
品
賞
、
観
世

寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
、
松
尾
芸
能
賞
大
賞
等
を
受
賞
。

伊
い

海
かい

　孝
たか

充
みつ

昭和四十七年生

法
政
大
学
文
学
部
教
授　

野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
兼
担
所
員
。

専
門
は
能
楽
研
究
・
日
本
中
世
文
学
研
究
。

編
著
書
に
『
切
合
能
の
研
究
』（
檜
書
店
、
平
成
二
十
三
年
）、『
日
本
人
の
こ
こ
ろ
と

言
葉
世
阿
弥
』（
西
野
春
雄
氏
と
の
共
著
、
創
元
社
、
平
成
二
十
五
年
）、『
野
上
豊
一

郎
の
能
楽
研
究
』（
能
楽
研
究
所
、
平
成
二
十
六
年
）な
ど
。

「
真
田
」「
伏
木
曾
我
」「
虎
送
」「
和
田
酒
盛
」
な
ど
の
復
曲
に
も
携
わ
る
。

演
目
解
説

上落合駐車場　吉敷1丁目2丁目駐車場
メルシーペール(板橋)  メルシーペール上落合
フィオーレ静吉敷町

さいたま市大宮区吉敷町 1-11-3　TEL：048-641-1933

㈱橋本昭司記念駐車場
代表取締役　橋本　洋子（西橋商事取締役）

一般社団法人

みんなと住みよい都市づくり

hombu@saitamashi-kenkyo.jp

ま　ち

ワ
キ
方
　
宝
生
流
　
野
口
　
能
弘
　
　
小
鼓
　
大
倉
流
　
田
邊
　
恭
資

　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
琢
弘
　
　
大
鼓
　
高
安
流
　
佃
　
良
太
郎

笛
　
　
　
森
田
流
　
栗
林
　
祐
輔
　
　
太
鼓
　
金
春
流
　
梶
谷
　
英
樹



本社：埼玉県さいたま市見沼区東新井294-1　与野支店：さいたま市中央区本町西1-7-20 クラウンパレス与野本町1-B

330-0804

■会場案内図

会場
武蔵一宮氷川神社

舞　殿

拝　殿

本　殿

110 席

110 席

関係者席
220 席

所
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待
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三ノ松

1
2
3
4

1
2
3
4

5
6
7
8
9
10

11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

列7 列6 列5 列4 列3 列2 列19 列列11 列01 8 列
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青 脇正面席　　220 席 赤 中正面席　　320 席 白 関係者席　　220 席

合計　　760 席

※座席は前後で互い違いになるように設置します

■会場レイアウト
（舞台が楼門内に変更になりました）

武蔵一宮氷川神社
さいたま市大宮区高鼻町1-407
交通　JR大宮駅東口から徒歩20分または東武野田線北大宮駅から徒歩15分



■公演当日の天候による実施について

■開催可否
最新の気象情報をもとに開演後、継続的に３ミリ以上
の降雨又は、突風などの荒天が予想される場合は、主
催者判断において開催中止となります。
開催可否発表時刻は当日15時となります。
主催者ホームページをご覧ください。

■一時中断、中止の目安
開催を決定した後の、天候急変については、以下の対
応となります。
①天候回復が見込める場合
　�開演後は一時中断とし、緊急に開催可否の再検討を
行ない再開しますが、状況により内容が一部変更と
なる場合もございます。
②天候回復が見込めない場合
　中止とし終了となります。

■払い戻し基準
◎演能開始前（１日目：杜若、２日目：巴）
　　鑑能券払い戻し（※）の対象となります。
◎演能開始後（１日目：杜若、２日目：巴）
　　鑑能券払い戻しの対象となりません。

（※）払い戻し条件
⃝�演能（杜若、巴）開始前に興行が中止となった場合、チ
ケット代のみを払い戻しいたします【購入時の各種手
数料は払い戻しの対象となりませんので、予めご了承
ください】。
⃝�チケットを発券したコンビニ以外での払い戻しの対応
はできません。
　�必ず、“購入された店舗において手続き”をお願いいた
します。
⃝�払い戻し期間は、令和５年５月31日（水）までとなり
ます。払い戻しの期間を過ぎますと、対応致しかねま
すので、予めご了承ください。

当日の実施が不明な場合は、15時以降に下記へお問い
合わせください。
①

https://www.stib.jp
ホームページURL

②お電話でのお問い合わせ
　048－647－8339　さいたま観光国際協会
　048－883－1055　浦和観光案内所

ホームページ
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第
三
十
五
回
記
念

大
宮

素
謡 

（
金
春
流
）

　
　　翁お

き
な

　

　
　金

春

　安
明

能

　

 

（
観
世
流
）

　
　　巴と

も
え

　

　
　武

田

　宗
典

狂
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（
和
泉
流
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　魚う
お

説せ
っ

法ぽ
う

　野
村

　萬
斎

能

　

 

（
金
春
流
）

　石し
ゃ
っ

　
　橋き

ょ
う

　本
田

　光
洋

第二日目

5/28㈯
素
謡 

（
金
春
流
）

　
　　翁お

き
な

　

　
　金

春

　憲
和

　

能

　

 

（
金
春
流
）

　葛か
づ
ら

　
　城き

　金
春

　安
明

狂
言 

（
和
泉
流
）

　昆こ

布ぶ

売う
り

　野
村

　万
作

　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　野

村

　萬
斎

能

　

 

（
宝
生
流
）

　
　　乱み

だ
れ

　

　
　宝

生

　和
英

第一日目

5/27㈮

事務所：TEL.048-647-8339（土・日・祝日休み）　http://www.stib.jp 　
大宮駅観光案内所：TEL.048-644-1144　浦和観光案内所：TEL.048-883-1055

◦鑑 能 券：	 Ｓ席 ￥7,000　
　　　　　　

全席指定
パンフレット付  Ａ席 ￥6,000 （ A席の先行予約は￥５,000 ） 

◦先行予約：平成28年３月５日㈯、６日㈰、12日㈯、13日㈰	午前10時から午後３時まで（※５日は午後５時まで）
◦一般販売：平成28年４月８日㈮　午前10時より		※詳しくは下記の事務所または観光案内所へお問い合わせください。
◦販売場所：大宮駅観光案内所（JR大宮駅東西自由通路内）　浦和観光案内所（JR浦和駅	アトレ浦和South	Area／４月17日㈰まで）

「石橋」

A席は先行割引あり
予約電話番号　　　0120ー400ー106

３月
５日土・６日日
12日土・13日日
午前10時受付開始

〈鑑能券〉
電話

先行予約
（S席・A席）

開演時間　午後５時40分
武蔵一宮氷川神社境内
（雨天の場合は市民会館おおみや大ホール）

第
三
十
二
回

大
宮

素
謡 

（
金
春
流
）
　

　
　翁お

き
な

　
　　
　金
春

　憲
和

能

　

 

（
金
春
流
）
　橋は

し

　弁べ
ん

　慶け
い

　
　金
春

　安
明

狂
言 

（
大
蔵
流
）
　千ち

　
　
　鳥ど

り

　
　善
竹

　十
郎

能

　

 

（
宝
生
流
）
　胡こ

　
　
　蝶ち

ょ
う

　
　藤
井

　雅
之

第２日目

5/25㈯
素
謡 

（
金
春
流
）
　

　
　翁お

き
な

　
　　
　金
春

　安
明

能

　

 

（
観
世
流
）
　葛か

づ
ら

　
　
　城き

　
　観
世

　喜
正

狂
言 

（
大
蔵
流
）
　棒ぼ

う

　
　
　縛し

ば
り

　
　大
藏
千
太
郎

能

　

 

（
金
春
流
）
　土つ

ち

　
　
　蜘ぐ

も

　
　本
田

　光
洋

第１日目

5/24㈮

開演時間　午後５時40分
武蔵一宮氷川神社境内

     （雨天の場合は市民会館おおみや大ホール）

●鑑 能 券：Ｓ席 ￥7,000　Ａ席 ￥6,000 （ A席の先行予約は￥５,000 ）
●先行予約：平成25年３月９日㈯～13日㈬　午前10時から午後３時まで
●一般販売：平成25年４月12日㈮　午前10時より   ※詳しくは下記の事務所または観光案内所へお問い合わせください。

●販売場所：大宮駅観光案内所（JR大宮駅東西自由通路内）　浦和観光案内所（JR浦和駅西口駅前／４月21日㈰まで）

全席指定　パンフレット付

「土蜘」

予約電話番号
皿0120ー400ー106

事務所：TEL.048-647-8339（土・日・祝日休み）　http://www.stib.jp 　
大宮駅観光案内所：TEL.048-644-1144　浦和観光案内所：TEL.048-824-0333

◉
中
正
面
席
が

　さ
ら
に
見
や
す
く
！！

　（会
場
レ
イ
ア
ウ
ト
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
）

◉
Ａ
席
、先
行
予
約
割
引

　あ
り

武蔵一宮氷川神社

羽 衣

素
謡（
金
春
流
）

　
翁お

き
な

　
　
金
春 

憲
和

能（
金
春
流
）

　
羽は

衣ご
ろ
も

　
本
田 

光
洋

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

無
観
客
に
よ
る
動
画
配
信
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

演
目

無
料
動
画
配
信

テレビ埼玉
令和３年６月12日（土）19：00～放送
動画配信
令和３年６月13日（日）～９月12日（日）

無料

▲

（公社）さいたま観光国際協会YouTubeチャンネル
　　　https://www.youtube.com/c/SaitamaTIB

▲

テレ玉YouTubeチャンネル
　　　https://www.youtube.com/c/teletama3ch

配信

大宮薪能特設サイトはこちら

▲

第
四
十
回
記
念

大
宮

5/28（土）

第２日

素
謡 

（
金
春
流
）　　

翁お
き
な　

　

本
田　

光
洋

狂
言 

（
和
泉
流
）　

舟ふ
ね

ふ
な　
野
村　

万
作

能　

 

（
金
春
流
）　

船ふ
な
　
べ
ん
　
け
い

弁
慶　
金
春　

安
明

〈開演〉19：00
5/27（金）

第１日

素
謡 

（
金
春
流
）　　

翁お
き
な　

　

金
春　

憲
和

狂
言 

（
和
泉
流
）　

二ふ

た

り人
大だ

い
み
ょ
う名　

野
村
太
一
郎

能　

 

（
宝
生
流
）　

葵
あ
お
い
の　

　

上う
え　

藤
井　

雅
之

〈開演〉19：00

第
四
十
一
回

大
宮

購入についての
詳細は

こちらから

武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
舞
殿

雨
天
の
場
合
はRaiBoC Hall（
市
民
会
館
お
お
み
や
）

船弁慶 葵上

鑑能券
全席自由席

5,500円

❶ オフィシャルチケットサイト
令和４年３月15日（火）～

❷ セブンチケット（店頭のマルチコピー機を含む）
❸ さいたま観光国際協会事務所（Bibli ２F）
❹ 浦和観光案内所

令和４年３月23日（水）～

TEL.048-647-8339（土・日・祝日休み） 
https://www.stib.jp/

第
三
十
九
回

大
宮

羽衣

5/22（金）5/23（土）

第１日

SS席 9,000円
Ｓ席 6,000円
Ａ席 5,000円

SS席 11,000円
Ｓ席 8,000円
Ａ席 7,000円

第２日

鑑 能 券 鑑 能 券

〈開演〉午後 6：40〈開演〉午後 5：40
素
謡 

（
金
春
流
）　　
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き
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安
明
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（
大
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春
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光
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憲
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（
宝
生
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橋は
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べ
ん
　
け
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弁
慶　
藤
井　

雅
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狂
言 

（
大
蔵
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お
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ぎ
ょ
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音
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山
本
泰
太
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能　

 

（
観
世
流
）　

羽は　

衣ご
ろ
も　

武
田　

宗
典

武
蔵
一
宮
氷
川
神
社
境
内
（
雨
天
の
場
合
は
市
民
会
館
お
お
み
や
大
ホ
ー
ル
）

●販売場所・販売日
❶ オフィシャルチケットサイト…３月12日（木）午前10時から完売まで
❷ セブンチケット…………………３月17日（火）午前10時から完売まで
　（ウェブサイトまたはセブンイレブン店頭のマルチコピー機でも購入可）
❸ さいたま観光国際協会事務所…３月17日（火）午前10時から完売まで
　（大宮駅西口　JACK大宮３階　営業時間：土日祝除く10：00～17：00）
❹ 浦和観光案内所…………………３月17日（火）午前10時から３月24日（火）17時まで
　（JR浦和駅　アトレ浦和South Area　営業時間：10：00～17：00）

●URL
オフィシャルチケットサイト セブンチケット
▶http://r-t.jp/takiginou ▶http://7ticket.jp/sp/takiginou

事務所：TEL.048-647-8339（土・日・祝日休み） 
大宮駅観光案内所：TEL.048-644-1144
浦和観光案内所：TEL.048-883-1055

https://www.stib.jp/

◦鑑 能 券：	 Ｓ席 ￥7,000 （ S席中正面のみ先行予約は￥6,000 ）　
　　　　　　

全席指定
パンフレット付  Ａ席 ￥6,000 （ A席の先行予約は￥5,000 ）　　　　　 

◦先行予約：平成31年３月９日㈯、10日㈰、16日㈯、17日㈰	午前10時から午後３時まで（※９日のみ午後5時まで）
◦一般販売：平成31年４月12日㈮	午前10時から完売まで※詳しくは下記の事務所または観光案内所へお問い合わせください。
◦販売場所：大宮駅観光案内所（JR大宮駅東西自由通路内）　浦和観光案内所（JR浦和駅	アトレ浦和South	Area／４月21日㈰まで）

嵐山

開演時間　午後５時40分
武蔵一宮氷川神社境内

（雨天の場合は市民会館おおみや大ホール）

※各案内所は残券状況のみ回答可

先行予約
3/9土・10日・16土・17日

午前10時～午後３時受付
（９日のみ午後５時まで受付）

Ｓ席中正面￥7,000  ￥6,000
Ａ席全て￥6,000  ￥5,000
TEL 0120-400-106

S席の割引は中正面のみです
S席正面・脇正面は
￥7,000での販売です

第
三
十
八
回

大
宮

T a k i g i - N o hT a k i g i - N o hT a k i g i - N o h

素
謡 

（
金
春
流
）

　
　翁お

き
な

　
　

金
春

　安
明

能

　

 

（
金
春
流
）

　嵐あ
ら
し

　山や
ま　

本
田

　光
洋

狂
言 

（
和
泉
流
）

　入い
る

　ま

　が
わ

間
川　
石
田

　幸
雄

能

　

 

（
宝
生
流
）

　経つ
ね

　政ま
さ　

小
林
与
志
郎

5/26㈰
第２日目
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5/25㈯
第１日目

現金のみ取扱い
（カード不可）

第
三
十
七
回

大
宮

T a k i g i - N o hT a k i g i - N o hT a k i g i - N o h

事務所：TEL.048-647-8339（土・日・祝日休み）　http://www.stib.jp 　
大宮駅観光案内所：TEL.048-644-1144　浦和観光案内所：TEL.048-883-1055

◦鑑 能 券：	 Ｓ席 ￥7,000 （ S席中正面のみ先行予約は￥6,000 ）　
　　　　　　

全席指定
パンフレット付  Ａ席 ￥6,000 （ A席の先行予約は￥5,000 ）　　　　　 

現金のみ取扱い
（カード不可）

◦先行予約：平成30年３月３日㈯、４日㈰、10日㈯、11日㈰	午前10時から午後３時まで（※３日のみ午後5時まで）
◦一般販売：平成30年４月６日㈮	午前10時から午後６時まで※詳しくは下記の事務所または観光案内所へお問い合わせください。
◦販売場所：大宮駅観光案内所（JR大宮駅東西自由通路内）　浦和観光案内所（JR浦和駅	アトレ浦和South	Area／４月15日㈰まで）

「土蜘」

開演時間　午後５時40分
武蔵一宮氷川神社境内
（雨天の場合は市民会館おおみや大ホール）

※各案内所は残券状況のみ回答可
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5/26㈯
第２日目 第１日目

先行予約
3/3土・4日・10土・11日

午前10時～午後３時受付
（３日のみ午後５時まで受付）

Ｓ席中正面￥7,000  ￥6,000
Ａ席全て￥6,000  ￥5,000
TEL 0120-400-106

S席の割引は中正面のみです
S席正面・脇正面は
￥7,000での販売です

実効性のある、循環社会形成のために

優良産廃認定業者

☎048（666）6538

株式会社 細田商店

⑫ ⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦

⑥ ⑤ ④ ③ ② ①

㉑ ⑳ ⑲ ⑱ ⑰ ⑯ ⑮ ⑭ ⑬

㉚ ㉙ ㉘ ㉗ ㉖ ㉕ ㉔ ㉓ ㉒

㉞㉟㊱ ㉝ ㉜ ㉛

㊵㊶ ㊴ ㊳ ㊲

㊷※数字は大宮薪能の開催回数です

第
四
十
二
回

　
政
令
指
定
都
市
・
区
制
施
行
二
十
周
年

四
十
二
年
の
あ
ゆ
み

これまでのポスターを掲載しました。
あなたのお気に入りはどれですか？




